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かし，日々の担当看護師の同席が患者対応などに
よりできていない，電子カルテへの回診記録をど
うするかの明文化ができていないなどの課題もあ
るため，今後は改善にむけて取り組んでいきたい
と考える．
　朝勉強会については，テーマの通知方法と病棟
スタッフの参加姿勢が課題であった．特にテーマ
が事前に知らされていないという状況は，動機づ
けや参加人数の伸び悩みに繋がったと考える．開
始当初は常に10人から15人程度いた参加者も少な
い時には5人程度から看護師の出勤と共に徐々に
増えるといった状況であった．そのため，講師と
して勉強会に臨む医師のやりがいも次第に削がれ
ていったと考える．医師と相談の結果，今後は病
棟の勉強会係りと共に企画をしていく形となっ
た．またテーマも入室患者の事例などを中心に
検討し，準備をしていく方針になった．その後，
2017年12月に実施した「カフェイン中毒」の勉強
会は事前通知や入室患者の事例を参考にしていた
こともあり，参加者は20人程度で質疑応答も活発
にあった．医師だけでなく病棟スタッフが共に企
画者となることで今後は能動的に勉強会に参加で
き，他職種の良好な関係性の構築に繋がると考え
る．開催時間の希望については，日中と朝の双方
に別れた．外来看護師の参加も鑑みて朝開催とし
ていた．しかし現状から，勉強会の開催時間より
もテーマによる動機づけがあれば能動的に参加は
可能であろうと考える．よって今後は開催時間に
囚われることなく，企画内容によって検討してい
く予定である．
　いずれの取り組みも他職種が参加し，相談しな
がら作り上げていくことでより良いものになって
いる．目に見える成果として明らかにできるもの
はまだないが，救急部門としては着実に変化をし
ている実感がある．それは，昨年は共通言語とし
て使用していなかったCAM-ICUによるせん妄評
価やγ計算を意識した薬剤管理など，日々の看護
実践やカンファレンスなどでの発言や看護記録に
あらわれている．今後も救急部門として，より良
い診療と看護が実践できるように一体感をもって
努力していきたいと考える．
Ⅴ．今後の課題
1．回診に日々の担当看護師が同席できるような
体制を検討する
2．回診の記録について，電子カルテ内にどのよ
うに記述していくのかを検討する
3．回診および勉強会について評価・修正をしな
がらより良いものを作り上げていく
